










はじめに 

 人の表面体温がストレスで変化することは知られており、一般には、交感神経系の作用

と考えられている。特に指先などの末梢部の表面体温がストレスに伴って下がることは、

大人を被験者としたサーミスタを使った研究で明らかにされている。私たちは、ここ数年

間に渡って赤外線サーモグラフィを乳児行動研究に適用し、発達初期の乳児の認知・情緒

反応の発達の検討を顔面皮膚温の変化を指標として行なってきた。 

 赤外線サーモグラフィは、体表からの赤外線の放射量を計測して、Stefan-Boltzmann の

法則に基づいて温度に変換することによって、体表の温度分布とする方法であり、赤外線

カメラによって非接触的、非侵襲的に表面体温が計測されることから被験者に与える負担

が少なく、かつそれ自体の影響を避け得るところが特に乳児行動研究にすぐれていると考

えられる。 

 今年度は、a)母子分離時における young infant(1-6 か月児)の顔面皮膚温の変化の検討:

乳児の外界認知能力、情緒反応の検討、及び、b)情緒・認知反応の指標として顔面皮膚温

を用いる場合の最も効率のよい解析領域の検討を行なったので報告する。 


